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ドローンによる橋梁の撮影

道路

10～15m

主塔

10～15m

10～15m

SONY α7R
画素数 7360*4912
焦点距離 35mm
撮影距離 10m
撮影画角 9.8m*6.5m
解像度 1.3mm/pix

鷹島肥前大橋

〇ひび割れ幅0.2mm以上を抽出
（解像度の1/10まで判読可能）
〇主塔の東面・西面の撮影に合計4フライト
〇１フライト約12分
〇１回/秒のインターバル撮影
〇撮影枚数：約600枚

目標解像度 2mm/pix解像度

ミラーレスカメラ



画像処理（SfM/MVS）

特徴点を用いた自動標定のため、大幅な省力化が可能。
（解析時間は１～２時間程度）

一連の撮影画像

解析結果

カメラ位置

特徴点

抽出された特徴点より隣接画像を
自動標定し、TINを生成し、マッピン
グつきの3Dモデルを構築



損傷図作成
3Dモデル オルソ画像

3Dモデル専用のビューワで
軽快に動作可能

正射投影画像のため、図面と重ねて
損傷図の作成可能

撮影方向
損傷図

ひび割れ位置・幅判読図化シス
テムを用いて、ひび割れ幅を自動
判定

画像を下地にひび割れをトレースするため位置精度が高く、
経年的な劣化の進展を容易に比較できる



ひび割れ幅判読図化システム

効率よく検証するため技術者の

判断を含めた半自動システム

分解能以下のひびわれ幅は特徴値と分布幅で特定でき、ｸﾗｯｸｲﾝﾃﾞｯ
ｸｽ〔CI〕：「特徴値×分布幅」という指標とひびわれ幅の相関からひび
われ幅を半自動で推定するｿﾌﾄｳｪｱ

概略をマウスでトレース

ひび割れとひび割れ幅を確定

バーチャル近接目視点検

判定範囲を絞るため
事前に設定した幅
（例えば10mm）



衝突防止機能付き無人航空機（ドローン）

・非GPS環境で自律制御しながら飛行

・広範囲に及ぶ地形や建物の内部・外部の
形状をスキャンして3Dデータを作成

＜特徴的な機能＞

• 衝突防止機能「バブルシールド」

• ３D空間認識（SLAM）とリアルタイムモニタリング


